





























































































2，400 2，400b》sの符号伝送の可能なもの 同期式 2，400
4，800 4，800biプsの符号伝送の可能なもの 同期式 4，800
9，600 9，600biゾsの符号伝送の可能なもの 同期式 9，600














































































FG裳 1 ｝ 一 保安用接地（フレームグランド）

























































FG睾 A 一 ｝ 保安罵接地（フレームグランド）



















































































































































































































































































































着信拒否 ○ ○ ○ ○ ボタンで設定




手動 自動 手動 自動
手動 自動
NCU－10○ ○ ○ ? ○ ○
NCU－11? ? × O ? ○
NCU－20○ ○ ○ ×
?
○









































一 0010圭101 主〇三〇1101 110王


































































































































ﾌピン数 lSO標準 DCE側DTE側回路定義 動作条件 接続手順
～　　300


























48，000 34ピン lS2593 V．35u。28
V、35
u．28
グレス信号が2桁の数字で表示される。
　中継線ビジー，相手端末ビジー，選択信号手順誤り， 選択信号伝送誤りなどのコールフ．ログレ
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ス信号を受けた場合，再発呼の回数は2回以内でなければならない。
　2　国際標準との関連
　これまでに説明してきた中で，”国際電気通信連合通信標準化センター（lnternatioRal
Telecommunication　Standardization　Section：ITU－TS）勧告”とか，”ISO標準”という言葉が出て
きた。データ通信も国際通信が行われ，インタフェースも国際標準が必要となったため，CCHT
やISOが検討を行っている。
　国際電気通信連合通信標準化センター（1nternationa1　TelecoramuRication　Standardization
Section：ITU－TS）は，国際連合の電気通信に関する専門機関のITU（国際電気通信連合）の諮門
機関であり，電信電話に関して研究を行うとともに意見を表明することを任務としている。（意
見は通常勧告の形で行われる）。業務または技術について，各国が遵守すべき規準や企画などを
定めている。
　ISOは，貿易の拡大，品質の改善，生産性の向上などをB的として，世界各国の合意のもとに
国際規格（IS：InterRational　Standard）の制定を行っている。
　ひと言でいうと，国際電気通信連合通信標準化センター（lnterRational　TeleCOiminuRication
Standardization　Section：ITU－TS）はデータ交換網の提供者の立場からの標準化活動を行い，ISOは
利用者の立場から標準化活動を行っているといえる。
　近頃，ISOに似た言葉でOSIという言葉をよく見る。　OSIとは“Open　Systems　lnterconnection：
開放型システム相互接続”という意味で，ISOによって制定された国際標準である。
　複数のコンピュータやデータ端末装置とそのソフトウェア，オペレータなどからなる！つのシ
ステムが，データ交換網などの通信回線網を通して，ほかのシステムと接続する場合，このシス
テムをOpen　Systemとよび，このようなシステムを相互接続するうえで守るべき諸標準およびこ
れら標準の総合的な関連性を記述した論理モデルをOSI参照モデルという。OSI参照モデルでは，
通信回線の制御機能から，業務処理（アプリケーション〉の機能までを7つの層（レイヤ）に分
割して各レイヤの機能を定めている（表ll参照）。
　国際電気通信連合通信標準化センター（lntemational　Telecommunication　Standardization
Section：ITU－TS），ISOでは，さまざまなインタフェースについて勧告を行っているがここでは回
線交換サービスにおける関連勧告を表12に示す。
　インタフェース条件には，電気的条件，物理的条件，論理的条件がありこれらがすべて一致し
ないと相互接続は出来ない。コンピュータに接続される専用端末であれば独自のインタフェース
で差支えないが，端末が汎用性をもち，どのコンピュータとも接続が可能になるためには，さま
ざまなコンピュータのもつインタフェースをその端末がもたなければならない。しかしこれでは，
端末の価格が高くなるだけでなく，回路も複雑になり取扱いも難しくなり得とはいえない。イン
タフェースが標準化されれば，そのインタフェース条件1つを用意するだけで，多くの機械との
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相互通信ができるようになる。また，直接コンピュータに接続するのでなくインターフェース間
に回線を通して1つの端末が多くのコンピュータあるいは端末と相互にデータ通信をするために
も，インタフェースの標準化が必要であり，通信の輪が広がるにつれて，国際的な標準化が必要
となる。
　日本国内の各種規格（インタフェース条件も含めて）は，JIS（Japanese　lndustrial　Standard：
日本工業規格）で制定されているが，国際標準化の動きに歩調を合わせて制定している。
　【参考文献】
　（1）渋井二三男“端末設備の接続のための技術”No．5　工学研究社
　（2）渋井二三男“端末設備の接続のための技術”No．6工学研究社
　（3）産経新聞　2008．3．9
